
ローマ 10

"兄弟たち。私が心の望みとし、また彼らのために神に願い求めているのは、彼らの救われ

ることです。"

ローマ人への手紙 10 章 1 節

"神は、すべての人が救われて、真理を知るようになるのを望んでおられます。"

テモテへの手紙 第一 2 章 4 節

"キリストは、すべての人の贖いの代価として、ご自身をお与えになりました。これが時至

ってなされたあかしなのです。"

テモテへの手紙 第一 2 章 6 節

"私は、彼らが神に対して熱心であることをあかしします。しかし、その熱心は知識に基づ

くものではありません。"

ローマ人への手紙 10 章 2 節

"というのは、彼らは神の義を知らず、自分自身の義を立てようとして、神の義に従わなか

ったからです。キリストが律法を終わらせられたので、信じる人はみな義と認められるので

す。"

ローマ人への手紙 10 章 3～4 節

"律法と預言者はヨハネまでです。それ以来、神の国の福音は宣べ伝えられ、だれもかれも、

無理にでも、これに入ろうとしています。"

ルカの福音書 16 章 16 節

"わたしが来たのは律法や預言者を廃棄するためだと思ってはなりません。廃棄するために

ではなく、成就するために来たのです。

まことに、あなたがたに告げます。天地が滅びうせない限り、律法の中の一点一画でも決し

てすたれることはありません。全部が成就されます。"

マタイの福音書 5 章 17～18 節

"この後、イエスは、すべてのことが完了したのを知って、聖書が成就するために、「わた

しは渇く」と言われた。"ヨハネの福音書 19 章 28 節
"イエスは、酸いぶどう酒を受けられると、「完了した」と言われた。そして、頭をたれて、

霊をお渡しになった。"

ヨハネの福音書 19 章 30 節

"モーセは、律法による義を行う人は、その義によって生きる、と書いています。"

ローマ人への手紙 10 章 5 節

"というのは、律法の行いによる人々はすべて、のろいのもとにあるからです。こう書いて

あります。「律法の書に書いてある、すべてのことを堅く守って実行しなければ、だれでも

みな、のろわれる。」



ところが、律法によって神の前に義と認められる者が、だれもいないということは明らかで

す。「義人は信仰によって生きる」のだからです。

しかし律法は、「信仰による」のではありません。「律法を行う者はこの律法によって生き

る」のです。

キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律法ののろいから贖い出し

てくださいました。なぜなら、「木にかけられる者はすべてのろわれたものである」と書い

てあるからです。

このことは、アブラハムへの祝福が、キリスト・イエスによって異邦人に及ぶためであり、

その結果、私たちが信仰によって約束の御霊を受けるためなのです。"

ガラテヤ人への手紙 3 章 10～14 節

"しかし、信仰による義はこう言います。「あなたは心の中で、だれが天に上るだろうか、

と言ってはいけない。」それはキリストを引き降ろすことです。

また、「だれが地の奥底に下るだろうか、と言ってはいけない。」それはキリストを死者の

中から引き上げることです。

では、どう言っていますか。「みことばはあなたの近くにある。あなたの口にあり、あなた

の心にある。」これは私たちの宣べ伝えている信仰のことばのことです。

なぜなら、もしあなたの口でイエスを主と告白し、あなたの心で神はイエスを死者の中から

よみがえらせてくださったと信じるなら、あなたは救われるからです。

人は心に信じて義と認められ、口で告白して救われるのです。

聖書はこう言っています。「彼に信頼する者は、失望させられることがない。」"

ローマ人への手紙 10 章 6～11 節

"神は、罪を知らない方を、私たちの代わりに罪とされました。それは、私たちが、この方

にあって、神の義となるためです。"

コリント人への手紙 第二 5 章 21 節

"しかし、あわれみ豊かな神は、私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、

罪過の中に死んでいたこの私たちをキリストとともに生かし、－－あなたがたが救われたの

は、ただ恵みによるのです－－

キリスト・イエスにおいて、ともによみがえらせ、ともに天の所にすわらせてくださいまし

た。

それは、あとに来る世々において、このすぐれて豊かな御恵みを、キリスト・イエスにおい

て私たちに賜る慈愛によって明らかにお示しになるためでした。

あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。それは、自分自身から出たこ

とではなく、神からの賜物です。

行いによるのではありません。だれも誇ることのないためです。"

エペソ人への手紙 2 章 4～9 節

"「主の御名を呼び求める者は、だれでも救われる」のです。

しかし、信じたことのない方を、どうして呼び求めることができるでしょう。聞いたことの

ない方を、どうして信じることができるでしょう。宣べ伝える人がなくて、どうして聞くこ

とができるでしょう。

遣わされなくては、どうして宣べ伝えることができるでしょう。次のように書かれていると

おりです。「良いことの知らせを伝える人々の足は、なんとりっぱでしょう。」"

ローマ人への手紙 10 章 13～15 節



"そのように、信仰は聞くことから始まり、聞くことは、キリストについてのみことばによ

るのです。"

ローマ人への手紙 10 章 17 節

"良い人は、その心の良い倉から良い物を出し、悪い人は、悪い倉から悪い物を出します。

なぜなら人の口は、心に満ちているものを話すからです。"

ルカの福音書 6 章 45 節

"さて、祭りの終わりの大いなる日に、イエスは立って、大声で言われた。「だれでも渇い

ているなら、わたしのもとに来て飲みなさい。

わたしを信じる者は、聖書が言っているとおりに、その人の心の奥底から、生ける水の川が

流れ出るようになる。」"

ヨハネの福音書 7 章 37～38 節

"この川が流れて行く所はどこででも、そこに群がるあらゆる生物は生き、非常に多くの魚

がいるようになる。この水が入ると、そこの水が良くなるからである。この川が入る所では、

すべてのものが生きる。"

エゼキエル書 47 章 9 節

"彼らはマラに来たが、マラの水は苦くて飲むことができなかった。それで、そこはマラと

呼ばれた。"

出エジプト記 15 章 23 節

"モーセは主に叫んだ。すると、主は彼に一本の木を示されたので、モーセはそれを水に投

げ入れた。すると、水は甘くなった。その所で主は彼に、おきてと定めを授け、その所で彼

を試みられた。"

出エジプト記 15 章 25 節

"モーセが荒野で蛇を上げたように、人の子もまた上げられなければなりません。

それは、信じる者がみな、人の子にあって永遠のいのちを持つためです。」

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を信じる者

が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。

神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくためではなく、御子によって世が救われるため

である。"

ヨハネの福音書 3 章 14～17 節


